










（11） 第５７６号 JA広報

差別なく　笑顔あふれる　明るい社会

◎担い手支援関係◎営農情報
令和8年度経営所得安定対策事業生産調整（転作）の受付について

　令和8年度の出張受付を下記の日程で行います。必ず計画書（ピンクの用紙）、印鑑、通帳（新
規・ロ座変更の方）をご持参の上お越しください。計画書は令和8年度の作付け計画を記載してお持
ちください。
　各会場の出張受付では、転作受付・JAの米の予約・NOSAI（水稲共済加入）の手続きができます。
【受付会場】
　各地区の主要会場で行います。自治会ごとに時間分けをしていますが、時間内での来場が難しい場合は、
受付会場の滞在期日内でしたら何時でもご対応可能ですので、ご都合の合う時に受付を行ってください。
　ただし、別の地区で受付を行う（例：真幸地区の方が飯野地区で受付する）場合は、下記連絡先まで事前
にご連絡ください。

地　区 会　場 受付日 受付時間 対象自治会

真幸地区 真幸地区体育館
集会室

4/17 
（金）

9時～12時 水流、南昌明寺、北昌明寺、西川北

13時～16時 東内竪、中内竪、西内竪、中浦、上浦

4/20 
（月）

9時～12時 北岡松、南岡松、京町、上向江、下浦、
溝ノロ

13時～16時 上島内、下島内、亀沢、柳水流

加久藤地区 国際交流センター
大研修室

4/21 
（火）

9時～12時 松原、前松原、加久藤麓、中島、牧の原

13時～16時 栗下、灰塚、永山、大溝原、榎田

4/22 
（水）

9時～12時 東長江浦上、東長江浦下、西長江浦上、
西長江浦下

13時～16時 湯田、西郷、東川北、尾八重野

飯野地区
飯野コミュニティ

センター
研修室①

4/23 
（木）

9時～12時 上大河平、杉水流、五日市

13時～16時 下大河平、駅前、上原田

4/24 
（金）

9時～12時 東原田、麓、前田

13時～16時 山内、大明司、町

4/27 
（月）

9時～12時 南原田、堀浦、中原田

13時～16時 苧畑、坂元

上江地区 上江地区体育館
集会室

4/28 
（火）

9時～12時 池島、今西

13時～16時 西上江、中上江、上上江

4/30 
（木）

9時～12時 田代、出水

13時～16時 末永、白鳥

※12時から13時の間は受付できません。
※申請の手続きは、令和8年4月17日から令和8年6月12日までとさせていただきます。上記受付時間中は、
　職員は受付会場に居るため、JAまたは市役所では受付が出来ません。
【お問い合わせ先】JAみやざきえびの市地区本部　担い手支援課　電話0984-33-5758



（12）令和８年４月６日発行え　び　の

JA みやざき えびの市地区本部は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

☆
３
月
期
子
牛
セ
リ
結
果

　

３
月
13
日
～
15
日
ま
で
の
３
日
間
、
Ｊ

Ａ
み
や
ざ
き
西
諸
県
家
畜
市
場
運
営
部
で
、

３
月
期
子
牛
セ
リ
市
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

成
績
は
上
の
通
り
で
す
。

　

ま
た
、
子
牛
セ
リ
市
終
了
後
の
事
故
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
生
産
者
の
皆
さ
ん
は

解
約
や
値
引
き
等
発
生
し
な
い
よ
う
に
、

飼
養
管
理
に
は
充
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

子
牛
生
産
検
査
以
降
に
発
生
し
た
ケ
ガ
や

尿
石
等
の
事
故
、
そ
の
他
小
さ
な
こ
と
で

も
気
付
い
た
点
は
、
担
当
者
に
相
談
す
る

か
、
ま
た
は
セ
リ
市
上
場
時
に
必
ず
発
表

す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

  

去
勢
子
牛
で
発
育
の
良
い
も
の
は
早
期

出
荷
を
行
い
、
飼
育
費
の
削
減
を
図
り
所

得
の
向
上
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
雌
子
牛
に

つ
い
て
は
、
積
極
的
に
品
評
会
に
出
品
し
、

付
加
価
値
の
高
い
優
良
素
牛
生
産
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　

各
種
導
入
事
業
の
有
効
活
用
を
図
り
優

良
雌
子
牛
を
導
入
し
、
母
牛
の
増
頭
、
更

新
を
積
極
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
詳
し
い

こ
と
は
畜
産
課
（
３
３
―
５
７
４
７
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
３
月
期
Ｊ
Ａ
主
催
子
牛
品
評
会

　

３
月
４
日
、
Ｊ
Ａ
畜
産
セ
ン
タ
ー
で
、

３
月
期
子
牛
品
評
会
を
開
き
ま
し
た
。
成

績
は
下
記
の
通
り
で
す
。(

敬
称
略)　

　

な
お
、
Ｊ
Ａ
品
評
会
に
つ
い
て
は
事
前

に
下
見
を
し
ま
す
。
出
品
希
望
の
あ
る
方

は
、
畜
産
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

☆
３
月
期
郡
子
牛
品
評
会

　

３
月
10
日
、
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
西
諸
県
家

畜
市
場
運
営
部
で
郡
子
牛
品
評
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

え
び
の
市
地
区
管
内
か
ら
５
頭
が
出
品

さ
れ
、
成
績
は
下
記
の
通
り
で
す
。（
敬

称
略
）

営
農
情
報

令和８年３月期子牛セリ市結果

え
び
の
地
区
管
内

今回（８年３月） 前回(令和８年２月) 前年(令和７年３月)

頭数 平均価格 頭数 平均価格 増減 頭数 平均価格 増減

メス 64 827,269 81 814,068 13,201 67 614,703 212,566

去勢 85 923,676 95 912,641 11,035 90 696,874 226,802

計 149 882,266 176 867,275 14,991 157 661,808 220,458

令和８年３月期郡子牛品評会成績
名　　　号 出品者（敬称略）

壱等賞 あ ん な 中 原 安 尋

〃 みつかつみほ 深 瀬 浩 一

弐等賞 第３６きらめき 井川原　隆　雅

〃 は な 園 田 秀 政

〃 ふ く 堀 　 辰 也
※壱等賞・弐等賞は、序列は付けてありません。

令和８年３月期ＪＡ子牛品評会成績
名　　　号 出品者（敬称略）

優等賞 あ ん な 中 原 安 尋

壱等賞１席 みつかつみほ 深 瀬 浩 一

壱等賞 第３６きらめき 井川原　隆　雅

〃 は な 園 田 秀 政

〃 ふ く 堀 　 辰 也

弐等賞 ま じ ょ り か 新天寺　　　博

〃 きりしま５６５ えびの市繁殖センター
※壱等賞１席から下の壱等賞は、序列は付けてありません。

◎
畜
産
関
係
◎
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差別なく　笑顔あふれる　明るい社会

分娩難産時の対応について
１．難産を判断するポイント
（１）陣痛開始から４時間以上たっても陣痛が強くならない場合。
（２）陣痛が強くなってから２時間以上経過しても胎胞（第１破水）が見えない場合
（３）第１破水から２時間経過しても足胞（第２破水）が現れない場合。
（４）前肢が現れても鼻端がみえない場合。
（５）肢が１本しかみえない場合。
（６）前肢がみえないのに鼻端や頭部が出てきた場合。

２．胎児の体勢確認
　強い陣痛が始まって２時間程度経過しても分娩が進まない場合や破水しても胎児が出てこない場
合は子宮内に手を入れて胎児の体勢を確認する必要があります。両前肢と頭を確認出来ない場合
や、それ以外のものが確認出来る場合には胎児の奇形や、異常姿勢あるいは双子の可能性が考えら
れます。
　子宮内に手を入れる際は必ず消毒を行いましょう。

３．異常姿勢
　通常、胎児は正常頭位という姿勢で生まれてきますが、その他のような異常姿勢をとることがあ
ります。異常姿勢の場合には必ず獣医師の診療を依頼しましょう。

４．その他の注意点
　また、通常は胎膜が破れて子牛が生まれてきますが、時々胎膜に覆われたままで子牛が出産され
ることがあります。この場合、直ちにその胎膜を破かなければ子牛が窒息死してしまいます。産道
に対する胎児の過大や陣痛微弱、子牛の異常姿勢などの場合には牽引などの助産が必須となりま
す。

　最後に、栄養状態の良い牛は、病原体に対する抵抗力も高く、発育も能力いっぱいに発揮します。
この時期にしっかりした胃袋を作り、乾草を十分給与してフレーム（骨格、体高等）をしっかり確保
しましょう。

ＪＡみやざき和牛枝肉共励会
　３月３日、（株）ミヤチク都農工場でＪＡみやざき和牛枝肉
共励会が開催されました。
　えびの地区管内からは４頭が出品されました。当管内から
出品した宮原智憲さんが優秀賞を獲得しました。結果は以下
のとおりです。
　共励会全体での平均体重は８２０kg、平均枝肉重量は
５４３.６kgでした。

出荷者名(敬称略) 性別
血統

生年月日 体重
(kg)

枝肉
重量
(kg)

Ｂ
Ｍ
Ｓ

等
級父 母の父 母の祖父

宮 原 智 憲 去勢 耕富士 富久竜 秀菊安 R05.07.10 797 541.3 12 A5

丸 尾 伸 一 去勢 耕富士 美穂国 忠富士 R05.10.02 833 554.9 12 A5

㈲ 立 山 畜 産 去勢 白隆鵬 忠美智晴 美穂国 R05.08.30 865 576.7 11 A5

下　屋　日出夫 去勢 桃白鵬 勝光美 忠富士 R05.10.10 817 529.7 10 A5
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営☆
イ
チ
ゴ

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

管
理
の
ポ
イ
ン
ト

１
．
高
温
対
策

２
．
軟
弱
果
対
策

３
．
親
株
と
ポ
ッ
ト
準
備

本
圃
管
理

①
株
の
整
理

・
枯
れ
た
葉
や
果
梗
枝
は
病
気
の
発
生
源

と
な
る
の
で
、
早
め
に
除
去
し
て
く
だ

さ
い
。

・
徒
長
し
た
株
や
ダ
ニ
の
多
い
株
で
は
、

摘
葉
を
強
め
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
軟
弱
果
対
策

・
日
中
の
温
度
が
30
℃
以
上
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
谷
や
サ
イ
ド
、
妻
面
換
気
を

十
分
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
最
低
温
度
が
10
℃
以
上
に
な
れ
ば
、
夜

間
も
開
放
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

・
灌
水
は
こ
ま
め
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

草
勢
に
も
よ
り
ま
す
が
、
理
想
は
１
回

５
分
程
度
を
１
日
４
～
５
回
で
す
。

・
収
穫
は
午
前
中
に
行
い
、
収
穫
間
隔
も

短
く
し
て
、
果
実
は
丁
寧
に
扱
っ
て
く

だ
さ
い
。

③
病
害
虫
防
除

・
ハ
ウ
ス
を
開
放
す
る
時
期
に
な
る
と
ス

リ
ッ
プ
ス
や
ダ
ニ
が
発
生
し
や
す
く
な

る
の
で
、
ハ
ウ
ス
周
辺
の
除
草
作
業
も

行
い
ま
し
ょ
う
。

親
株
管
理

①
株
の
整
理

・
下
葉
、
花
蕾
、
果
実
は
早
め
に
除
去
し

て
く
だ
さ
い
。

・
芽
数
の
整
理
は
３
芽
以
上
に
な
ら
な
い

よ
う
に
整
理
し
、
葉
数
は
１
芽
に
６
枚

程
度
に
し
ま
し
ょ
う
。

☆
栗

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

４
月
に
入
り
、
新
芽
が
萌
芽
す
る
時
期

と
な
り
ま
し
た
。
ア
ブ
ラ
ム
シ
、
ク
ス
サ

ン
等
の
害
虫
の
発
生
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
ク
ス
サ
ン
に
つ
い
て
は
食
害
中
の
幼

虫
を
枝
ご
と
園
外
除
去
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

キ
ク
イ
ム
シ
の
発
生
で
木
の
枯
れ
込
み

が
増
え
ま
す
の
で
ガ
ッ
ト
サ
イ
ド
Ｓ
を

１
・
５
倍
に
希
釈
し
、
地
際
か
ら
１
・
５

ｍ
の
高
さ
ま
で
塗
布
し
て
管
理
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

☆
キ
ン
カ
ン

（
担
当
：
中
村
真
吾
）

　

剪
定
の
時
期
で
す
。
４
月
中
に
は
剪
定

を
終
わ
ら
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
不

要
な
枝
の
除
去
、
結
果
枝
の
整
理
を
行
い
、

永
久
樹
の
日
当
た
り
を
悪
く
し
て
い
る
間

伐
樹
は
切
り
詰
め
、
樹
冠
全
体
に
光
が
当

た
る
よ
う
に
空
間
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

　

剪
定
終
了
後
に
、
樹
勢
回
復
の
た
め
の

基
肥
を
施
用
し
、
十
分
な
灌
水
を
し
ま

し
ょ
う
。
ハ
ウ
ス
内
は
湿
度
を
高
め
な
が

ら
、
発
芽
促
進
管
理
を
行
い
、
新
芽
の
晩

霜
被
害
に
注
意
し
、
４
月
末
ま
で
は
再
加

温
で
き
る
よ
う
に
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

☆
生
姜

（
担
当
：
岩
元
将
彦
）

　

作
付
け
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
圃
場

に
つ
い
て
は
冠
水
、
浸
水
の
お
そ
れ
の
な

い
無
病
地
を
選
定
し
、
伏
せ
こ
み
の
準
備

を
行
っ
て
下
さ
い
。
種
シ
ョ
ウ
ガ
は
低
温

に
弱
い
の
で
種
シ
ョ
ウ
ガ
割
り
は
霜
害
に

十
分
注
意
し
な
が
ら
４
月
上
旬
頃
か
ら
行

い
ま
す
。
選
別
で
は
腐
敗
な
ど
傷
ん
で
い

る
も
の
を
取
り
除
き
、
１
０
０
～
１
５
０

ｇ
程
度
の
も
の
を
伏
せ
こ
み
ま
す
。
な
お
、

伏
せ
こ
み
は
４
月
中
旬
ま
で
に
は
終
わ
る

よ
う
に
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

☆
玉
ね
ぎ

（
担
当
：
中
村
真
吾
）

　

べ
と
病
や
軟
腐
病
の
発
生
し
や
す
い
時

期
に
な
り
ま
す
。
収
穫
前
の
べ
と
病
は
収

穫
量
に
甚
大
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ま
す
の

で
雨
前
を
基
本
に
防
除
を
行
い
ま
し
ょ

う
。
肥
大
を
さ
せ
る
た
め
に
ホ
ス
プ
ラ
ス

１
０
０
０
倍
の
散
布
を
１
週
間
間
隔
で
２

～
３
回
散
布
し
玉
肥
大
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

〈
予
防
剤
〉

ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン
水
和
剤　
　
　
　

　

希
釈
倍
率
：
４
０
０
～
６
０
０
倍　

　

使
用
時
期
：
収
穫
３
日
前
ま
で

　

使
用
回
数
：
５
回
以
内

（
対
象
：
灰
色
か
び
病
、
べ
と
病
、
白
色

　
　
　
　

疫
病
）

ダ
コ
ニ
ー
ル
１
０
０
０

　

希
釈
倍
率
：
１
０
０
０
倍

　

使
用
時
期
：
収
穫
７
日
前
ま
で

　

使
用
回
数
：
６
回
以
内

（
対
象
：
灰
色
か
び
病
、
べ
と
病
、
白
色

　
　
　
　

疫
病
）

〈
治
療
剤
〉

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
Ｃ
水
和
剤

　

希
釈
倍
率
：
６
０
０
～
８
０
０
倍

　

使
用
時
期
：
収
穫
７
日
前
ま
で

　

使
用
回
数
：
３
回
以
内

（
対
象
：
べ
と
病
、
白
色
疫
病
）

リ
ド
ミ
ル
ゴ
ー
ル
ド
Ｍ
Ｚ

　

希
釈
倍
率
：
５
０
０
～
１
０
０
０
倍

　

使
用
時
期
：
収
穫
７
日
前
ま
で

　

使
用
回
数
：
３
回
以
内

（
対
象
：
べ
と
病
、
白
色
疫
病
）

☆
り
ん
ど
う

（
担
当
：
的
場
未
紗
）

　

定
植
２
年
目
以
降
の
萌
芽
数
は
極
端
に

多
く
な
る
た
め
早
め
に
芽
の
整
理
を
行
い

ま
し
ょ
う
。
１
株
当
た
り
８
～
10
本
に
な

る
よ
う
に
整
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
こ
の

作
業
を
行
う
際
は
ウ
イ
ル
ス
感
染
を
防
ぐ

た
め
に
手
で
折
り
取
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
芽
の
整
理
が
終
わ
っ
た
後
は

ダ
コ
ニ
ー
ル
１
０
０
０
や
オ
ー
ソ
サ
イ
ド

水
和
剤
80
と
い
っ
た
予
防
剤
の
散
布
を
行

営
農
情
報

◎
園
芸
関
係
◎
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い
ま
し
ょ
う
。

☆
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ズ（

担
当
：
的
場
未
紗
）

　

気
温
が
高
く
な
り
、
害
虫
で
は
チ
ョ
ウ

目
類
・
ハ
マ
キ
ム
シ
類
、
病
害
に
お
い
て

は
べ
と
病
が
発
生
し
や
す
い
時
期
と
な
り

ま
す
。
５
月
よ
り
収
穫
・
出
荷
が
始
ま
り

ま
す
の
で
、
７
～
10
日
間
隔
で
防
除
を
行

い
な
が
ら
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
日
中
の
暑
い
時
間
帯
に
防
除
を

行
う
と
薬
害
に
よ
る
葉
焼
け
が
発
生
す
る

恐
れ
が
あ
る
た
め
、
午
前
中
の
早
い
時
間

帯
に
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
４
月
下
旬
は
遅
霜
が
発
生
す
る

恐
れ
が
あ
る
た
め
、
パ
オ
パ
オ
や
パ
ス
ラ

イ
ト
と
い
っ
た
不
織
布
資
材
の
準
備
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

☆
ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス（担

当
：
的
場
未
紗
）

　

球
根
養
成
期
に
入
り
ま
す
。
生
育
の
悪

か
っ
た
株
や
ウ
イ
ル
ス
株
は
早
め
に
抜
き

取
り
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

　

球
根
養
成
時
期
は
灌
水
間
隔
を
徐
々
に

広
げ
な
が
ら
水
を
切
っ
て
い
き
ま
す
。
急

激
な
灌
水
中
止
は
球
根
の
肥
大
に
影
響
を

与
え
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
上
が
っ
て
き
た
蕾
は
早
め
に
摘

み
取
っ
て
球
根
に
養
分
が
行
き
渡
る
よ
う

に
し
、
摘
み
取
っ
た
後
は
傷
口
か
ら
の
細

菌
侵
入
を
防
ぐ
た
め
予
防
的
防
除
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

☆
デ
ル
フ
ィ
ニ
ウ
ム（担

当
：
的
場
未
紗
）

　

４
月
以
降
、
気
温
が
上
が
っ
て
き
た
ら

ハ
ウ
ス
の
換
気
に
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

夜
間
も
サ
イ
ド
を
開
放
す
る
な
ど
し
て
、

ム
レ
な
い
よ
う
に
管
理
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
乾
燥
す
る
と
う
ど
ん
こ
病
や
ダ

ニ
が
発
生
し
や
す
く
な
る
の
で
、
適
期
の

防
除
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

☆
菊

（
担
当
：
的
場
未
紗
）

　

夏
菊
採
穂
の
時
期
に
入
り
ま
す
。
採
穂

前
に
必
ず
病
害
虫
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

病
害
を
圃
場
内
に
持
ち
込
む
と
防
除
が
困

難
に
な
り
、
コ
ス
ト
も
か
さ
み
ま
す
。
ま

た
、
親
株
摘
芯
後
の
側
枝
が
伸
び
す
ぎ
な

い
よ
う
に
採
穂
す
る
事
も
重
要
で
す
。

☆
ゴ
ー
ヤ
ー

（
担
当
：
西
ノ
村
智
樹
）

　

露
地
ゴ
ー
ヤ
ー
の
定
植
時
期
に
な
り
ま

し
た
。
ハ
ウ
ス
同
様
、
定
植
の
２
週
間
前

ま
で
に
は
マ
ル
チ
張
り
ま
で
終
え
る
よ
う

に
し
、
地
温
を
確
保
し
て
定
植
が
行
え
る

よ
う
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
定

植
時
に
は
ア
ド
マ
イ
ヤ
ー
１
粒
剤
を
１
株

あ
た
り
１
～
２
ｇ
の
量
で
植
穴
土
壌
混

和
し
て
初
期
の
ア
ブ
ラ
ム
シ
対
策
を
行

い
、
定
植
後
１
週
間
以
内
に
ダ
コ
ニ
ー
ル

１
０
０
０
を
散
布
し
て
初
期
の
病
害
防
除

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
定
植
時
の
根
締
め
の
灌
水
は

た
っ
ぷ
り
と
行
い
、
活
着
前
の
強
風
に
よ

る
蔓
の
損
傷
を
防
ぐ
た
め
に
、
定
植
後
は

速
や
か
に
支
柱
設
置
や
テ
ー
プ
ナ
ー
止
め

な
ど
の
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

☆
ピ
ー
マ
ン

（
担
当
：
中
村
真
吾
）

　

定
植
が
終
了
し
て
生
育
が
順
調
に
進
ん

で
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
初
期
の
着
果

負
担
は
草
勢
が
弱
く
な
り
、
そ
の
後
の
収

量
に
影
響
が
出
る
為
、
特
に
接
木
苗
に
つ

い
て
は
２
～
３
番
果
ま
で
は
落
と
し
て
、

ま
ず
は
樹
作
り
の
た
め
に
し
っ
か
り
根
を

育
て
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
４
月
下
旬
か
ら
30
℃
を
超
え
る

と
尻
腐
果
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
主

な
原
因
と
し
て
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
欠
乏
、

灌
水
不
足
、
高
温
に
よ
る
も
の
で
す
の
で
、

早
め
カ
ル
シ
ウ
ム
散
布
や
こ
ま
め
な
灌
水

と
通
路
潅
水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

害
虫
防
除
に
つ
い
て
は
、
定
植
時
に
使

用
し
た
ス
タ
ー
ク
ル
粒
剤
の
残
効
の
目
安

が
３
～
４
週
間
で
す
の
で
、
天
敵
放
飼
前

の
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
、
ハ
ダ

ニ
の
発
生
に
注
意
し
て
薬
散
防
除
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

☆
き
ゅ
う
り

（
担
当
：
中
村
真
吾
）

　

５
月
中
旬
よ
り
露
地
胡
瓜
の
定
植
が
始

ま
り
ま
す
の
で
、
土
壌
診
断
の
結
果
を
基

に
土
作
り
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

昨
年
に
使
用
し
た
胡
瓜
の
支
柱
等
の
資

材
は
、
細
菌
病
や
糸
状
菌
の
予
防
の
た
め

に
資
材
の
消
毒
を
必
ず
行
っ
て
下
さ
い
。

定
植
の
２
週
間
前
に
は
作
付
け
準
備
が
終

わ
る
よ
う
に
圃
場
準
備
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

☆
キ
ャ
ベ
ツ

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

定
植
が
終
了
し
て
生
育
が
順
調
に
進
ん

で
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
気
温
が
高
く

な
れ
ば
病
害
虫
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

害
虫
は
ア
ブ
ラ
ム
シ
や
コ
ナ
ガ
な
ど
の
発

生
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
早
期
防
除
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
コ
ナ
ガ
は
薬
剤
抵
抗
性
の
発
達
が

早
い
の
で
、
同
一
系
統
の
薬
剤
使
用
は
避

け
、
作
用
性
の
異
な
る
薬
剤
の
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
防
除
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

病
害
に
つ
い
て
も
発
病
後
の
薬
剤
散
布

で
は
効
果
が
劣
る
の
で
、
Ｚ
ボ
ル
ド
ー
や

ク
プ
ロ
シ
ー
ル
ド
な
ど
の
銅
剤
を
使
用
し
、

発
生
前
の
予
防
防
除
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
銅
剤
は
結
球
前
の
ス
テ
ー
ジ
で
使

用
し
、
そ
の
際
は
機
能
性
展
着
剤
も
加
用

し
て
薬
害
や
汚
れ
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

☆
ら
っ
き
ょ
う

（
担
当
：
的
場
未
紗
）

　

肥
大
に
伴
い
、
分
球
間
に
隙
間
が
生
じ

着
色
（
青
玉
）
の
発
生
が
多
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
土
寄
せ
を
行
い
収
穫
時
期

に
向
け
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

さがそうよ　涙を笑顔に　する言葉
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☆
加
工
ほ
う
れ
ん
草（担

当
：
岩
元
将
彦
）

　

収
穫
時
の
葉
先
枯
れ
や
異
物
混
入
（
雑

草
や
害
虫
）
が
な
い
よ
う
に
選
別
作
業
を

徹
底
し
た
出
荷
を
お
願
い
し
ま
す
。
気
温

が
上
が
り
、
雨
が
多
く
な
る
と
、
べ
と
病

や
炭
疽
病
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

銅
剤
（
Ｚ
ボ
ル
ド
ー　

倍
率
５
０
０
倍
）

で
発
病
予
防
を
し
ま
し
ょ
う
。

☆
白
ネ
ギ

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

定
植
間
近
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
排
水

対
策
を
十
分
に
行
い
定
植
に
備
え
ま
し
ょ

う
。
梅
雨
入
り
ま
で
に
活
着
さ
せ
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
ま
た
定
植
時
に
は
殺
虫
剤

を
施
用
混
和
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

農
薬
名
：
ベ
ス
ト
ガ
ー
ド
粒
剤　

　

10
ａ
当
り
：
６
㎏　

　

使
用
方
法
：
植
溝
処
理
土
壌
混
和

　

対
象
害
虫
：
ネ
ギ
ア
ザ
ミ
ウ
マ　

　
　
　
　
　
　

ネ
ギ
ハ
モ
グ
リ
バ
エ

　

除
草
剤
は
定
植
後
か
ら
10
日
後
ま
で
に

散
布
し
ま
す
。

　

農
薬
名
：
ク
レ
マ
ー
ト
乳
剤　

　

10
ａ
当
り
：
１
０
０
～
１
５
０
Ｌ　

　

使
用
方
法
：
全
面
土
壌
散
布

　

対
象
雑
草
：
一
年
生
雑
草

☆
ミ
ニ
ト
マ
ト

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

夏
秋
ト
マ
ト
の
定
植
時
期
に
な
り
ま
し

た
。
定
植
前
に
ネ
コ
ブ
セ
ン
チ
ュ
ウ
対
策

と
し
て
、
ネ
マ
ト
リ
ン
エ
ー
ス
粒
剤
（
15

～
20
㎏
／
10
ａ
・
定
植
前
・
１
回
・
全
面

土
壌
混
和
）
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
対
策
と
し

て
ス
タ
ー
ク
ル
粒
剤
（
１
ｇ
／
株
・
定
植

時
・
１
回
・
植
穴
土
壌
混
和
）
な
ど
を
使

用
し
て
初
期
の
害
虫
防
除
に
努
め
ま
し
ょ

う
。
ま
た
定
植
２
週
間
前
ま
で
に
は
畝
立

て
し
、
灌
水
チ
ュ
ー
ブ
で
散
水
し
て
適
度

な
土
壌
水
分
を
維
持
し
た
上
で
上
で
マ
ル

チ
張
り
を
行
い
、
地
温
を
確
保
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
定
植
後
、
活
着
す
る
ま
で
は

手
灌
水
を
行
い
ま
す
が
、
特
に
セ
ル
苗
の

場
合
は
根
鉢
の
部
分
が
乾
き
や
す
い
の
で

初
期
の
水
管
理
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
活

着
後
は
灌
水
を
や
や
控
え
め
に
し
、
第
２

段
果
房
着
果
期
ま
で
は
灌
水
を
控
え
て
、

根
域
の
深
層
へ
の
発
達
を
促
進
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

☆
ご
ぼ
う

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

冬
春
播
き
ご
ぼ
う
に
つ
い
て
は
、
播
種

も
終
了
し
て
生
育
が
順
調
に
進
ん
で
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
気
温
が
高
く
な
れ
ば

病
害
虫
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

病
害
は
菌
核
病
対
策
と
し
て
ロ
ブ
ラ
ー

ル
水
和
剤
（
１
０
０
０
倍
・
１
０
０
～

３
０
０
Ｌ
／
10
ａ
・
収
穫
３
日
前
ま
で
・

３
回
以
内
）
、
黒
斑
細
菌
病
対
策
と
し
て

Ｚ
ボ
ル
ド
ー
（
５
０
０
倍
・
１
０
０
～

３
０
０
Ｌ
／
10
ａ
・
※
使
用
時
期
、
使
用

回
数
と
も
に
制
限
な
し
）
な
ど
を
使
用
し

て
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

害
虫
は
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
対
策
と
し
て
ウ

ラ
ラ
Ｄ
Ｆ
（
２
０
０
０
～
４
０
０
０
倍
・

１
０
０
～
３
０
０
Ｌ
／
10
ａ
・
収
穫
７
日

前
ま
で
・
２
回
以
内
）
、
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
ゾ

ウ
ム
シ
類
対
策
と
し
て
ア
ク
セ
ル
フ
ロ
ア

ブ
ル
（
１
０
０
０
倍
・
１
０
０
～
３
０
０

Ｌ
／
10
ａ
・
収
穫
前
日
ま
で
・
３
回
以

内
）
な
ど
を
使
用
し
て
防
除
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

☆
里
芋

（
担
当
：
西
ノ
村
智
樹
）

　

芽
出
し
作
業
が
遅
れ
る
と
芽
が
焼
け
る

こ
と
が
あ
る
た
め
、
定
期
的
に
圃
場
確
認

を
行
い
、
遅
れ
な
い
よ
う
努
め
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
疫
病
対
策
と
し
て
芽
が
出

揃
っ
た
段
階
で
ジ
ー
フ
ァ
イ
ン
水
和
剤

（
１
０
０
０
倍
）
＋
展
着
剤
（
ス
カ
ッ

シ
ュ
：
１
０
０
０
倍
）
の
散
布
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

☆
加
工
甘
藷

（
担
当
：
岩
元
将
彦
）

　

い
よ
い
よ
植
付
け
時
期
と
な
り
ま
す
。

か
ん
し
ょ
茎
・
根
腐
敗
症
対
策
の
た
め
土

壌
消
毒
や
植
付
け
前
の
苗
の
消
毒
は
し
っ

か
り
と
行
っ
て
下
さ
い
。

　

ま
た
、
降
雨
時
の
雨
水
が
長
時
間
溜
ま

る
圃
場
で
は
根
傷
み
を
起
し
や
す
く
腐
敗

も
し
や
す
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
為
、

排
水
の
良
い
圃
場
選
定
を
行
な
い
ま
し
ょ

う
。
植
付
け
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
天
候
を
よ

く
確
認
し
、
高
温
に
よ
る
マ
ル
チ
焼
け
を

避
け
ま
し
ょ
う
。

各
品
目
の
栽
培
の
お
申
し
込
み
・
お
問
い

合
わ
せ
は
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き 

え
び
の
市
地
区

本
部
農
産
販
売
課
（
☎
３
３

−

５
７
５
６
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

営営
農
情
報

◎
園
芸
関
係
◎
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営営
農
情
報

☆
水
稲

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

１
．
水
稲
の
育
苗
時
期
が
目
前
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
丈
夫
で
良
い
苗
作
り
が
で
き

る
よ
う
今
の
内
か
ら
計
画
を
立
て
、
育

苗
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　

作
業
計
画
を
立
て
る
際
は
田
植
え
予

定
日
を
基
準
と
し
て
計
画
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

播
種
機
や
農
業
機
械
の
点
検
・
整
備

は
で
き
て
い
ま
す
か
？　

水
稲
苗
や
肥

料
、
農
薬
の
注
文
も
れ
や
苗
の
種
類
、

数
量
の
間
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

も
う
一
度
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
今
年
も
白
鳥
育
苗
セ
ン
タ
ー
で
は
６

月
１
日
か
ら
の
田
植
え
苗
注
文
を
お

受
け
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

植
付
け
予
定
の
品
種
が
複
数
あ
る

場
合
は
、
間
違
い
を
防
ぐ
た
め
に
も

植
付
け
日
を
品
種
ご
と
に
変
え
る
と

い
っ
た
防
止
策
を
講
じ
ま
し
ょ
う
。

２
．
種
も
み
に
つ
い
て

　

Ｊ
Ａ
に
出
荷
さ
れ
た
米
を
Ｊ
Ａ
米
と

し
て
取
り
扱
う
要
件
の
一
つ
に
種
子
更

新
が
あ
り
ま
す
の
で
、
毎
年
の
種
子
更

新
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
で
販
売
し
て
い
る
種
子

籾
は
未
消
毒
種
子
で
す
の
で
、
購
入
し

た
種
子
籾
は
塩
水
選
及
び
種
子
消
毒
を

行
っ
て
下
さ
い
。
な
お
、
手
順
に
つ
い

て
は
稲
作
暦
に
も
イ
ラ
ス
ト
付
き
で
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
下
さ

い
。

　

作
業
の
際
、
他
品
種
の
種
子
が
混
入

し
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
新

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

塩水選および種子消毒について
　購入した種子籾を使用される場合は各個人で塩水選および種子消毒を行ってください。
※作業の際、他品種の種子が混入しないようにご注意ください。種子消毒の方法については稲作暦にもイ

ラスト付きで掲載していますので参考にしてください。
◎塩水選
　水10Ｌに対して食塩800ｇを溶かしたものを使用します。（溶けにくいので十分かき混ぜましょう）
　・もち種については充実の関係から水のみで行います。
　・終わったら不要な塩分を落とす必要がありますので、必ず流水で水洗いをしましょう。

種子消毒①（薬剤による消毒）
種子4kgを消毒する場合
　水8Lに、テクリードCフロアブル40mlとスミチオン乳剤8mlを希釈した溶液に24時間の浸漬を行います。
◎廃液は河川や用水路、下水などに絶対に廃棄しないでください。
◎薬液で消毒した種子は日陰など風通しの良いところで乾かしましょう。消毒後の水洗いは厳禁です。

種子消毒②（温湯消毒器による消毒）
　今年も小型の温湯消毒機を本店野菜集荷場に設置し、種子消毒をされる方々に利用していただく予定です。
消毒方法・・・乾燥種子を60℃のお湯に10分間つけたあと、ただちに水道水で十分に冷やす。
１回あたりの消毒可能量・・・16㎏まで
利用するには・・野菜集荷場（３３－１００６）までお電話ください。
　　　　　　　　機械の設置準備や、お湯の温度を均一に上げるまで時間がかかるため、完全予約制です。
利用期間・・・・4月1日～5月31日まで　※日曜・祝日を除く
利用時間・・・・９時００分　～　１６時００分
利用料金・・・・４㎏以内　220円（税込）　以降1㎏増えるごとに55円（税込）加算します。



（18）令和８年４月６日発行え　び　の

JA みやざき えびの市地区本部は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

お申し込み・お問い合わせ先

（株）ジェイエイえびの市葬祭　☎35－0727（代）
プリエール加久藤会館・プリエール飯野会館

プリエール「あんしんの会」会員募集中
⑴　会員の条件　　加入金を納付された方
⑵　加入金は　　　①　JA みやざき えびの市地区本部の組合員の方は 2,000 円といたします。
　　　　　　　　　②　一般利用者は 3,000 円とし、加入金のうち 1,000 円は JA みやざき えびの市
　　　　　　　　　　地区本部への出資金といたします。
　　　　　　　　　③　会員自身の葬儀の場合は、加入金の 2,000 円を葬儀費用に充てるものとし、
　　　　　　　　　　会員資格を喪失いたします。
⑶　プリエール会員の特典

　祭壇価格（税抜）の１０％をＪＡえびの市葬祭の決算期にお返しいたします。
　葬儀の申込みがあり葬儀が重なった際に日延べの相談をさせていただきますが、調整ができずに止む
無く他の葬儀場で葬儀をされた会員に対しても、同様に祭壇価格平均（税抜）の１０％をお返しする対
応とさせていただきます。

⑷　利用者特典の範囲は
　特典を受けられる親族の範囲は、両親、配偶者、子供とします。

※お葬式の不安・疑問に、専門のスタッフがお答えし、解決いたします。
※家族葬のご相談も承ります。

葬 儀 相 談 会 開 催 中 両 親 配偶者会員本人

子 供

相 談 会 開 催 中相 談 会 開 催 中
（お葬式の疑問にお答えいたします）（お葬式の疑問にお答えいたします）

お葬式に不安（万一の時には？いくらぐらいかかるの？）、お葬式に不安（万一の時には？いくらぐらいかかるの？）、
その疑問、専門のスタッフが解消いたします。その疑問、専門のスタッフが解消いたします。
突然のことだからこそ、突然のことだからこそ、
信頼ある業者を見つけておくことも大事なことです。信頼ある業者を見つけておくことも大事なことです。
この機会に、ぜひ JA 葬祭へご相談下さい。この機会に、ぜひ JA 葬祭へご相談下さい。

えびの駅

相 談 会 開 催 中
（お葬式の疑問にお答えいたします）

お葬式に不安（万一の時には？いくらぐらいかかるの？）、
その疑問、専門のスタッフが解消いたします。
突然のことだからこそ、
信頼ある業者を見つけておくことも大事なことです。
この機会に、ぜひ JA 葬祭へご相談下さい。

飯野会館・ご自宅でご相談を希望の方はお電話下さい！飯野会館・ご自宅でご相談を希望の方はお電話下さい！
※お電話にて予約いただければ、お客様をお待たせすることはありません。※お電話にて予約いただければ、お客様をお待たせすることはありません。

㈱ジェイエイえびの市葬祭㈱ジェイエイえびの市葬祭
TEL 0984-35-0727TEL 0984-35-0727 ㈹㈹



（19） 第５７６号 JA広報

あたたかい　言葉のシャワーで　えがおさく
★ご応募に際して取得した個人情報はこのたびの賞品プレゼントの抽選・発送以外には一切使用しません。

★
ヨ
コ
の
カ
ギ

1　

ナ
ノ
ハ
ナ
と
呼
ば
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す

2　

―
―
は
流
流
仕
上
げ
を
御
覧

じ
ろ

3　

若
い
メ
ン
ド
リ
が
生
ん
だ
も

の
に
は
二
つ
入
っ
て
い
る

こ
と
も

4　

桜
が
咲
く
時
期
な
ら
で
は
の

レ
ジ
ャ
ー

5　

竿
や
糸
、
針
を
使
っ
て
楽
し

み
ま
す

7　

津
軽
、
関
門
、
ド
ー
バ
ー
と

い
え
ば

9　

セ
ロ
リ
や
ミ
ツ
バ
は
―
―
科

の
野
菜
で
す

11　

う
わ
、
服
に
コ
ー
ヒ
ー
の
―

―
が
つ
い
ち
ゃ
っ
た

12　

北
口
榛
花
選
手
の
専
門
種
目

13　

お
金
を
入
れ
ま
す
。
春
に
買

う
と
「
お
金
で
張
る
」
か

ら
縁
起
が
い
い
そ
う
で
す

15　

―
―
転
換
し
よ
う
と
散
歩
に

出
た

16　

田
植
え
に
向
け
て
育
て
ま
す

17　

酔
っ
ぱ
ら
っ
て
巻
く
人
も
い

ま
す

★
タ
テ
の
カ
ギ

1　

潮
干
狩
り
で
よ
く
と
れ
る

二
枚
貝

3　

ガ
ソ
リ
ン
は
―
―
性
の
高

い
液
体
で
す

6　

海
に
浮
か
べ
て
目
印
に
し

ま
す

7　

ゴ
ロ
ゴ
ロ
ゴ
ロ
…
ピ
カ
ッ!

8　

工
事
が
終
わ
り
建
物
が
完

成
す
る
こ
と

10　

相
撲
を
取
る
人
の
こ
と

14　

連
載
で
は
あ
り
ま
せ
ん

16　

伊
勢
神
宮
は
―
―
と
外
宮

に
分
か
れ
て
い
ま
す

18　

白
神
山
地
を
象
徴
す
る
木

19　

ト
ラ
ン
プ
の
Ｊ
、
Ｑ
、
Ｋ
の

こ
と

20　

唱
歌
「
春
の
小
川
」
に
出
て

く
る
花

３
月
号
の
当
選
者

　

３
月
号
の
答
え
は「
チ
ラ
シ
ズ

シ
」で
し
た
。正
解
者
総
21
人
の

中
か
ら
次
の
５
人
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
。（
敬
称
略
）

☆
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
☆

▽
増
　
田
　
ミ
ド
リ（
飯
　
野
）

▽
菅
　
田
　
友
　
子（
加
久
藤
）

▽
町
　
元
　
義
　
文（
加
久
藤
）

▽
柿
　
木
　
幸
　
子（
真
　
幸
）

▽
平
　
岡
　
く
に
子（
真
　
幸
）

▽
解
き
方

　

普
通
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
要

領
で
全
部
解
い
て
下
さ
い
。

　

次
に
Ａ
→
Ｅ
の
二
重
ワ
ク
の

文
字
を
順
に
並
べ
る
と
、
一
つ

の
言
葉
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が

答
え
で
す
。

▽
応
募
方
法

　

官
製
ハ
ガ
キ
に
答
え
を
記
入

し
、
あ
な
た
の
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
職
業
を
書
い
て
応
募
し

て
下
さ
い
。
一
人
に
つ
き
ハ
ガ

キ
１
枚
を
有
効
と
し
ま
す
。

▽
締　

切
４
月
20
日

（
当
日
消
印
有
効
）

▽
発　

表　

本
誌
５
月
号
紙
上

▽
あ
て
先

　

〒
８
８
９
─
４
３
１
１

　

え
び
の
市
大
明
司

　
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き

　

え
び
の
市
地
区
本
部　

総
務
課

▽
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５

名
に
回
鍋
肉
の
素
と
て
ん
か
ら

粉
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

正
解
者
の
中
か
ら
５
名
様
に
賞
品
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
パ
ズ
ル

「
回
鍋
肉
の
素
」

「
て
ん
か
ら
粉
」

脳
ト
レ
！
　
手
足
の
体
操

健
康
生
活
研
究
所
所
長
●
堤
　
喜
久
雄

　
両
手
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
動
き
で
右
脳
を
鍛
え
る
体
操
で
す
。
右
脳
は
想
像

力
な
ど
を
受
け
持
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
頭
が
ぼ
ん
や
り
す
る
と
き
や

ア
イ
デ
ア
が
う
ま
く
出
ず
、
煮
詰
ま
っ
た
と
き
な
ど
に
試
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

　
大
人
数
で
の
集
ま
り
な
ど
で
、
皆
で
挑
戦
す
る
と
盛
り
上
が
り
ま
す
。

指
出
し
体
操
で
右
脳
を
鍛
え
る

指出し体操
（
１
）
右
手
は
人
さ
し
指
を
立
て
て

前
方
に
出
し
ま
す
。
左
手
は
親
指
を

立
て
て
胸
の
前
に
持
っ
て
い
き
ま

す
。
立
っ
た
状
態
で
も
座
っ
た
状
態

で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

（
３
）
右
手
は
人
さ
し
指
と
中
指
を

立
て
て
前
方
に
出
し
ま
す
。
左
手
は

親
指
を
立
て
て
胸
の
前
に
持
っ
て
い

き
ま
す
。
胸
の
前
の
手
は
必
ず
親
指

を
立
て
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
（
１
）
～
（
４
）
を
10
回
繰
り
返
し
ま
し
ょ
う
。

※
初
め
は
無
理
を
せ
ず
、
ゆ
っ
く
り
と
で
き
る
範
囲
で
続
け
ま
し
ょ
う
。

（
２
）
左
右
の
手
の
動
き
を
逆
に
し

ま
す
。
右
手
は
親
指
を
立
て
て
胸
の

前
に
持
っ
て
い
き
ま
す
。
左
手
は
人

さ
し
指
を
立
て
て
前
方
に
出
し
ま

す
。

（
４
）
左
右
の
手
の
動
き
を
逆
に
し

ま
す
。
左
手
は
人
さ
し
指
と
中
指
を

立
て
て
前
方
に
出
し
ま
す
。
右
手
は

親
指
を
立
て
て
胸
の
前
に
持
っ
て
い

き
ま
す
。



（20）令和８年４月６日発行え　び　の

JA みやざき えびの市地区本部は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

え　び　の 令和８年４月６日発行 （20）

Ｊ
Ａ
広
報
え
び
の

〈
発
行
〉
〒
889-4311　

宮
崎
県
え
び
の
市
大
字
大
明
司
1061-1　

宮
崎
県
農
業
協
同
組
合
　
え
び
の
市
地
区
本
部
　
　
　
　
〈
編
集
〉
総
務
課
　
　
令
和
８
年
４
月
６
日
発
行

行　　事　　予　　定
　

２
月
25
日
、
Ｊ
Ａ
・
Ａ
Ｚ
Ｍ
ホ
ー
ル

で
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、

す
べ
て
の
審
議
事
項
が
原
案
通
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

◉
審
議
事
項
◉

■
令
和
８
年
度
か
ら
の
Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
導

入
に
つ
い
て

■
㈱
創
循
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
へ
の
出
資

に
つ
い
て
（
増
資
）

■
令
和
８
年
度
内
部
監
査
計
画
に
つ
い
て

■
利
益
相
反
取
引
に
つ
い
て

■
員
外
に
対
す
る
貸
出
に
つ
い
て

■
組
合
員
に
対
す
る
貸
出
の
承
認
に
つ
い

て
（
㈱
内
田
畜
産
）

■
組
合
員
に
対
す
る
貸
出
の
承
認
に
つ
い

て
（
㈱
大
畜
）

■
組
合
員
に
対
す
る
貸
出
の
承
認
に
つ
い

て
（
㈱
ラ
ン
ズ
）

◉
報
告
事
項
◉

■
令
和
７
年
12
月
末
事
業
実
績
及
び
年
度

末
見
込
み
に
つ
い
て

■
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
委
員
会
に
お
け
る

統
括
管
理
者
の
選
任
及
び
不
審
メ
ー
ル

テ
ス
ト
の
結
果
に
つ
い
て

■
広
報
活
動
状
況
に
つ
い
て

■ 

農
政
を
巡
る
情
勢
に
つ
い
て

■
令
和
７
年
度
第
３
四
半
期
内
部
監
査
活

動
報
告
に
つ
い
て

■
余
裕
金
月
次
運
用
方
針
に
つ
い
て

■
余
裕
金
運
用
に
か
か
る
リ
ス
ク
情
報
の

報
告
に
つ
い
て

■
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の
強
化
に
つ

い
て

■
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
不
祥
事
再
発
防
止
策
の

取
組
状
況
等
に
つ
い
て
（
12
月
分
）

■
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
取
組
状
況
の
定
期

報
告
（
令
和
７
年
度
第
３
四
半
期
）
に

つ
い
て

理
事
会
報
告

令和８年４月１０日～令和８年５月１１日

月 日 曜 行　　　　　　　　　事

４

10 金 ふれあい日
11 土 子牛セリ市（～１３日）
13 月 ＪＡ－ＳＳ感謝セール

14 火 異常産予防注射
得火デー

15 水 異常産予防注射
20 月 県下一斉消毒の日

21 火

ＢＬ採血
道の駅えびの休館日
オーツヘイ即売会
得火デー

22 水 登録検査
23 木 ＪＡ－ＳＳ感謝セール
28 火 得火デー

29 水

昭和の日
ＪＡ休業日
野菜集荷場は受入れをします。
成牛セリ市（妊娠牛）

30 木 耳標装着

５

１ 金 ＪＡ主催子牛品評会
ＢＬ採血申込締切（７月セリ分）

２ 土 野菜集荷場は受入れをします。
グリーンセンターは営業します

３ 日

憲法記念日
ＪＡ休業日
ＭＣは営業します。
給油所は営業します。
ＪＡ－ＳＳ感謝セール

４ 月
みどりの日
ＪＡ休業日
野菜集荷場は受入れをします。

５ 火

こどもの日
ＪＡ休業日
ＭＣは営業します。
給油所は営業します。
グリーンセンターは営業します。
得火デー

６ 水
振替休日
ＪＡ休業日
野菜集荷場は受入れをします。

７ 木 郡子牛品評会
８ 金 馬頭観音祭（市内各地区）
９ 土 成牛・妊娠牛・乳子牛・和牛ＥＴセリ市

11 月 ふれあい日
異常産予防注射


